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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第89期
第３四半期
連結累計期間

第90期
第３四半期
連結累計期間

第89期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 11,342 11,110 14,691

経常利益 (百万円) 820 673 1,026

四半期(当期)純利益 (百万円) 524 424 657

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 519 440 668

純資産額 (百万円) 7,092 7,572 7,241

総資産額 (百万円) 12,679 13,494 13,235

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 9.62 7.78 12.06

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.9 56.1 54.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 869 430 680

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △194 △159 △229

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △713 △299 △414

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 323 370 399
 

　

回次
第89期
第３四半期
連結会計期間

第90期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.64 2.57
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。

また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国経済の回復基調や政府の金融緩和をはじめ

とする経済政策の効果により、企業業績に回復が見られ、雇用環境の改善の兆しもあり、円安による

原料価格やエネルギーコストの高止まり及び消費税増税の影響等の懸念を抱えながらも、景気は緩や

かに回復しつつあります。

このような状況下、当社グループは引き続き安全・安心な商品の提供、製造・販売コストの低減、

適正価格での販売及び資産の効率的運用に努めてまいりました。

その結果、売上高は11,110百万円(前年同期比2.0％減)、営業利益626百万円(前年同期比19.2％

減)、経常利益673百万円(前年同期比18.0％減)、四半期純利益424百万円(前年同期比19.1％減)とな

りました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①砂糖事業

適正価格での販売に注力し、販売数量は前年同期をやや上回ったものの、売上高は10,032百万

円(前年同期比1.4％減)となりました。営業利益は原材料の調達コストや製造・販売コストの増加

により、848百万円(前年同期比8.2％減)となりました。

②機能素材事業

販売数量は主に飲料向けの不振のため前年同期を下回り、売上高は792百万円(前年同期比

10.7％減)となりました。営業利益は製造コストの低減などに努めたものの、143百万円(前年同期

比15.5％減)となりました。

③不動産賃貸事業

賃貸市場における賃貸マンション市況の低迷など厳しい状況の中、賃貸資産の一元管理のもと

資産の効率的な運用に努め、売上高は285百万円(前年同期比0.7％増)、営業利益は79百万円(前年

同期比9.5％減)となりました。
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(2)財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金やたな卸資産の増加などにより、

前連結会計年度末に比べ259百万円増加し13,494百万円となりました。負債合計は、支払手形及び買

掛金の増加があるものの借入金の返済や未払法人税等の減少などにより、前連結会計年度末に比べ71

百万円減少し5,921百万円となりました。純資産合計は、四半期純利益による利益剰余金の増加など

により、前連結会計年度末に比べ331百万円増加し7,572百万円となりました。この結果、自己資本比

率は前連結会計年度末の54.7％から56.1％となりました。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年

度末に比べ28百万円減少し370百万円(前連結会計年度末比7.1％減)となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は430百万円(前年同期比50.5％減)となりました。主に法人税等の

支払354百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益673百万円の計上や減価償却費119百万円

があったことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は159百万円(前年同期比18.1％減)となりました。主に貸付金の回

収による収入469百万円があったものの、貸付による支出510百万円や有形固定資産の取得による支出

64百万円があったことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は299百万円(前年同期比58.0％減)となりました。主に短期借入に

よる収入80百万円があったものの、長期借入金の返済による支出268百万円や配当金の支払107百万円

があったことによります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について、重要な変更又

は新たに発生したものはありません。

なお、当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につい

ては特に定めておりません。

 

(5)研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、134百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 180,000,000

計 180,000,000
 

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 54,560,000 54,560,000
東京証券取引所
(市場第一部)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
また、単元株式数は1,000株
であります。

計 54,560,000 54,560,000 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年12月31日 ― 54,560,000 ― 2,904 ― ―
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認でき

ないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    24,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 54,476,000 54,476 同上

単元未満株式 普通株式    60,000 ― 同上

発行済株式総数 54,560,000 ― ―

総株主の議決権 ― 54,476 ―
 

(注）１．上記「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が２千株(議決権２個)

含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式30株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

  平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東洋精糖株式会社

東京都中央区日本橋
小網町18－20

24,000 ― 24,000 0.04

計 ― 24,000 ― 24,000 0.04
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第３四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作

成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月

１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 399 370

受取手形及び売掛金
※２ 1,489 ※２ 1,645

有価証券 10 －

商品及び製品 898 1,034

仕掛品 153 123

原材料及び貯蔵品 881 867

その他 1,074 1,077

貸倒引当金 △42 △42

流動資産合計 4,865 5,076

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,518 2,464

機械装置及び運搬具（純額） 145 147

土地 2,867 2,867

リース資産（純額） 0 －

その他（純額） 121 129

有形固定資産合計 5,653 5,608

無形固定資産 56 54

投資その他の資産

投資有価証券 532 593

長期貸付金 1,964 1,983

その他 169 184

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 2,659 2,755

固定資産合計 8,370 8,418

資産合計 13,235 13,494
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 899 1,106

短期借入金 2,820 2,862

未払法人税等 205 84

賞与引当金 62 35

その他 540 559

流動負債合計 4,527 4,648

固定負債

長期借入金 1,059 828

退職給付引当金 266 288

役員退職慰労引当金 77 83

資産除去債務 16 16

その他 45 56

固定負債合計 1,466 1,273

負債合計 5,993 5,921

純資産の部

株主資本

資本金 2,904 2,904

利益剰余金 4,334 4,650

自己株式 △3 △3

株主資本合計 7,235 7,550

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5 21

繰延ヘッジ損益 0 －

その他の包括利益累計額合計 5 21

純資産合計 7,241 7,572

負債純資産合計 13,235 13,494
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 11,342 11,110

売上原価 8,915 8,756

売上総利益 2,427 2,354

販売費及び一般管理費

販売費 777 808

一般管理費 875 919

販売費及び一般管理費合計 1,652 1,728

営業利益 774 626

営業外収益

受取利息 34 31

受取配当金 11 8

持分法による投資利益 21 23

その他 5 7

営業外収益合計 72 70

営業外費用

支払利息 21 17

その他 5 4

営業外費用合計 26 22

経常利益 820 673

特別利益

固定資産売却益 2 －

特別利益合計 2 －

税金等調整前四半期純利益 823 673

法人税、住民税及び事業税 263 236

法人税等調整額 35 12

法人税等合計 298 248

少数株主損益調整前四半期純利益 524 424

四半期純利益 524 424
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 524 424

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5 16

繰延ヘッジ損益 0 △0

その他の包括利益合計 △5 16

四半期包括利益 519 440

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 519 440
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 823 673

減価償却費 117 119

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △35 △27

退職給付引当金の増減額（△は減少） △39 21

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 5

受取利息及び受取配当金 △45 △39

支払利息 21 17

持分法による投資損益（△は益） △21 △23

有形固定資産売却損益（△は益） △2 －

売上債権の増減額（△は増加） △87 △156

たな卸資産の増減額（△は増加） 466 △90

仕入債務の増減額（△は減少） 40 206

未払金の増減額（△は減少） 27 24

その他 △25 38

小計 1,254 772

利息及び配当金の受取額 34 29

利息の支払額 △18 △16

法人税等の支払額 △400 △354

営業活動によるキャッシュ・フロー 869 430

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 － 10

投資有価証券の取得による支出 △2 △12

有形固定資産の取得による支出 △82 △64

有形固定資産の売却による収入 4 －

無形固定資産の取得による支出 △8 △47

貸付けによる支出 △540 △510

貸付金の回収による収入 440 469

その他 △5 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △194 △159

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △290 80

長期借入金の返済による支出 △310 △268

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △107 △107

リース債務の返済による支出 △4 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △713 △299

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △38 △28

現金及び現金同等物の期首残高 362 399

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 323 ※ 370
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

該当事項はありません。

　
(追加情報)

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　１．偶発債務

 債務保証

 下記の会社等の銀行借入等について債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

(一般)不動産分譲提携ローン 0百万円 －百万円

(関係会社)借入保証   
太平洋製糖㈱ 530百万円 414百万円

 

　

※２．四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しており

ます。

   なお、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の満期手形が当第３四

半期連結会計期間末日の残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 21百万円 1百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

現金及び預金勘定 323百万円 370百万円

現金及び現金同等物 323百万円 370百万円
 

　

(株主資本等関係)

 Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

 １．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月10日
取締役会

普通株式 109百万円 2.00円 平成24年３月31日 平成24年６月５日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結

会計期間の末日後となるもの

 該当事項はありません。

　

 ３．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。

　
 Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

 １．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月９日
取締役会

普通株式 109百万円 2.00円 平成25年３月31日 平成25年６月４日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結

会計期間の末日後となるもの

 該当事項はありません。

　

 ３．株主資本の金額の著しい変動

 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

砂糖事業
機能
素材事業

不動産
賃貸事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 10,172 886 283 11,342 － 11,342

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

0 0 8 9 △9 －

計 10,172 887 292 11,352 △9 11,342

セグメント利益 924 169 87 1,182 △407 774
 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)であり

ます。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

砂糖事業
機能
素材事業

不動産
賃貸事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 10,032 792 285 11,110 － 11,110

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

0 － 8 8 △8 －

計 10,033 792 294 11,119 △8 11,110

セグメント利益 848 143 79 1,071 △445 626
 

（注）１．セグメント利益の調整額は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)であり

ます。

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

 １株当たり四半期純利益金額 9.62円 7.78円

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額 524百万円 424百万円

   普通株主に帰属しない金額 該当事項はありません。 該当事項はありません。

   普通株式に係る四半期純利益金額 524百万円 424百万円

   普通株式の期中平均株式数 54,536,376株 54,535,685株
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   三   浦   洋   輔  ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   塚   原   克   哲  ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士   高   津   知   之  ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年２月７日

東洋精糖株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東

洋精糖株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東洋精糖株式会社及び連結子会社の平成25

年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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